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　４月２５日～２６日にかけて、熊本県で行われている
「第３８回全国都市緑化くまもとフェア　くまもと花と
みどりの博覧会」に広報委員４名で視察に行ってまい
りました。
　熊本フェアは、熊本城公園及び広場一帯で行われて
いる「街なかエリア」、水前寺江津湖公園一帯で行われ
ている「水辺エリア」、立田山で行われている「まち山
エリア」の３つのメイン会場で構成されています。
　フェアは熊本市全域で行われており、２日間ですべ
てを視察することは不可能なため、初日は「街なかエ
リア」２日目は「水辺エリア」を中心に視察すること
にしました。
　１日目は気温が２５度を超える汗ばむ陽気の中、熊本
城ホール～辛島公園～サンロード新市街～下道アーケ
ード～熊本城までの「街なかエリア」を、徒歩で視察
しました。サンロード新市街入口では、写真スポット
である巨大な立体花壇のくまモンが出迎えてくれまし
た。その後、アーケード内に設置された、全国の造園

技術の匠による華麗な技を駆使した作品を見て回り、
配置・見せ方・技術等に感心させられるばかりでした。
　その後、歩き疲れた私達は、昭和の雰囲気を醸し出
しているお洒落な喫茶店に入り、十分に休憩して英気
を養った後、熊本城を訪れました。報道では復興がか
なり進んでいるという認識でしたが、傷跡はいたると
ころに見受けられ、震災の大きさを感じました。また、
熊本城周辺に植えられていた樹木の大きさには目を見
張りました。特に幹周が５メートルはあろうかという
クスノキの巨大さに、歴史を感じさせられました。
　２日目は、朝から荒天の予報でしたが、午前中は天
気が持つとのことでしたので急いで「水辺エリア」内
の熊本市動植物園に向かいました。早い時間と言うこ
ともあり、貸し切り状態で鑑賞することができました。
そこには高低差を活かした奥行きのある広大な大花壇
があり、視察時には“火の国くまもと”を表す赤系の
花が植えられていました。フェア後半には“くまもと
の美しい水”を思わせる青系の花へとイメージチェン

アーケード内展示作品 熊本城巨木クスノキ
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ジするとのことでした。企業・団体等の出展庭園や、
高校生が出展した庭園・全国デザインコンクール受賞
庭園をじっくりと視察し、動物と植物の混合展示で動
物が生息する森を再現した大温室を見て回り、熊本市
動植物園を後にしました。
　その後、シャトルバスで水辺エリア内にある国の名
勝・史跡に指定されている肥後細川家ゆかりの日本庭
園の水前寺成趣園に向かいました。参道の竹灯篭のオ
ブジェを視察している最中に雨が降り出したため、庭
園内に入りませんでしたが、また晴天時に訪れ庭園内
を散策し、夜間に幻想的であろう参道の竹あかりを体
験したいと思いました。
　雨は３１㎜/hと猛烈であったため、急いで路面電車に
乗り、バスターミナルに向かいました。熊本で春の嵐
を味わい、九州の雨のすごさを実感しながら帰路につ
きました。
　市内全域が、熊本の緑や水、歴史・文化を象徴する

メイン会場となっており、フェアを見て回ることで熊
本の魅力を堪能できる素晴らしいフェアだと思いまし
た。

（海瀬大五郎）

動植物園

立体花壇くまモン

水前寺成趣園竹灯篭

動植物園大花壇

高校生出展作品
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　千葉県内には、 ４ 本の国の特別天然記念物がある。
　樹種としては、イチョウが １ 本（千本イチョウ-八
幡神社-市川市）クスノキ ２ 本（神崎の大クス-神崎神
社-神崎町-なんじゃもんじゃ）（府馬の大クス（タブ
ノキ）-宇賀神社-香取市府馬）スギ １ 本（清澄寺-鴨
川市）である。
　スギは日本特産であり、全国に自生、植栽されてい
る。特性としては、名前の語源とされるように幹真直
ぐから「ス（直ぐ）キ（木）」、スクスクと生長するの
で「スクの木＝スギ」と呼ばれている。

国天（清澄寺の大スギ）
Cryptomeria japonica
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樹木医　有田　和實　　 

　古来より、有用樹木として植栽され、建築・土木・
舟材・家具・器具・楽器・彫刻・梱包材として広く活
用されてきた。本来造園樹木ではないが、庭園の背景
や、街路樹・盆栽などにも用いられている。
　日本各地の寺院等に植栽され、巨樹・古木として地
域のシボル的な雄姿を今に伝えている。有名なスギの
国指定特別天然記念物は、羽黒山のスギ並木（山形県）、
日光杉並木（栃木県）、石徹白のスギ（岐阜県）、杉の
大スギ（高知県）、屋久島のスギ原生林（鹿児島県）
などである。
　本来病虫害に強い樹木であるが、主な病虫害として
は、スギ赤枯性溝腐病（サーコスポーラ菌）、スギ非
赤枯性溝腐病（チャアナタケモドキ）、穿孔性害虫-内
樹皮食害（スギカミキリ、スギノアカトラカミキリ）
などが報告されている。
サンブスギ
　千葉県内、特に山武地域で古くから（約250年前）
から植栽されている杉の殆どがサンブスギといっても
過言ではない。
　特徴は、山武地区特産の挿し木苗の品種で、成長が
早く、通直（真直ぐ育ち）、完満（断面が円い）であり、
有用な材として生産されてきている。
　病虫害としては、苗畑での赤枯病（植栽後溝腐病に
なる）やスギカミキリの被害が少ないが、非赤枯性溝
腐病（チャアナタケモドキ）に弱く、罹病材の被害が
散見される。樹形管理（下枝剪定）時に、丁寧な剪定
と傷口を殺菌癒合剤の塗布が求められる。
　また、樹形は整形であるが、風害や冠雪害に弱いの
で注意が必要である。
　近年、多くの方が春先の花粉症に悩んでいるが、本
種は、雄花の着花が少なく花粉の散布が他のスギに比
べ非常に少ない（数％）ことから、今後の植林に有意
であるとの報告がある。

（清澄寺の大スギ：高さ43ｍ、幹周15ｍ）

樹木紹介


